
 

 

 

 

 

 

 

約束 

 

東広島市立西条小学校 

第５学年 川野 伸 















 

 

 

 

 

  

〈指導者の言葉〉 
 
国語科「一つの言葉から」の学習で，書くことの題材を探したり，自分の
考えにふさわしい言葉を選んだりするために「連想メモ」を使って発想を広
げることを学習しました。 
その後，日々の生活の中でどのような出来事があったかを振り返り，連想
メモからふくらませて文章を書く活動を継続して行い，国語科で書いた生活
作文です。 
 
本作品は，入院したおじいちゃんと「ぼく」との約束を軸に，おじいちゃ
んが死を迎えるまでの自分自身や家族の心情の変化が時間軸に沿って表現
されています。後半は，おじいちゃんの「死」に悲しむばかりではなく，「死」
に向き合い，前向きに進んでいこうという気持ちや友達への感謝が表されて
おり，今後の決意が伝わる作品になっています。 
 
本校では，課題発見・解決的な学習を意識した単元作りに取り組んでいま
す。国語科においても，主体的・協働的な学習にするため，効果的な言語活
動を設定し，話し合いの指導や書くことの指導の工夫を行っています。書く
ことの指導に当たっては，書く必然性のある場の設定，書くための具体的な
技術の指導を継続して取り入れています。国語科だけでなく，他教科や教科
外活動及び学校行事など日常の生活に書く活動を意図的に取り入れ，習得し
た学びを活用させることでより確かな書く力の定着を図っていきました。 
また，優れた表現と出会い，豊かな表現力を培うため，俳句作りや読書の
推進にも力を入れています。全校での俳句の表彰，ページ数や冊数の目標を
設定して記録する「本の旅ノート」の取組を日常的に行うとともに，家族と
一緒に本に親しむ「親子読書」の取組を行っています。 
このような全校での取組を通して，表現する喜びを味わい，更なる表現力
の向上につながるよう指導しています。 

 


